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現代フランス語の中間言語音韻論（IPCF）

• IPCF 

現代フランス語の中間言語音韻論(Interphonology of Contemporary French)

• Interphonology : interlanguage + phonology

• 中間言語音韻論:

学習者が第二言語を習得する際の様々な過程・段階における，音声的・
音韻的特徴を理論的に研究する分野 (近藤・川口 2009:53を要約)
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IPCFプロジェクトの概要

2008年

- TUFS Global COE「コーパスに基づく言語学教育研究拠点」

-フランス「現代フランス語の音韻論(Phonology of Contemporary French: PCF)」

• フランス語の学習者言語についての国際プロジェクトとして発足

• 話し言葉コーパス（TUFSコーパス）と学習者コーパスの構築

• 2コーパスの対照によって音声・韻律特徴，語彙的特徴，談話標識等の差異を調査

• 言語教育への応用を目指す
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IPCFの意義と独創性

• フランス語を母語としないフランス語学習者の音声・音韻体系の理解

• 従来の第二言語学習者コーパスは語彙論や形態統語論に焦点

→ 音韻論的観点からの研究は遅れがみられていた

• PCFのツールとプロトコルを利用・応用し，異なる地域の学習者言語
データが対照できるようにした

• 2017年現在，16の言語についてプロジェクトが進んでおり，対照研究
が可能

4



対照中間言語分析(CIA)におけるIPCFの位置づけ

• 対照中間言語分析(Contrastive Interlanguage 

Analysis) (Granger, 1996)

①母語話者データと学習者データ

② (特に母語の異なる)複数の学習者データ

• 各国のIPCFプロジェクトは単独だと①

• 複数の成果を対照することで②

Contrastive interlanguage analysis (Granger, 1996:44)
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学習者データの対照に関する類型論的関心

• 目標言語と母語の類型論的な近さが中間言語にどう影響するか

• 類型論的に距離のある2言語を母語とする学習者について，

類型論的に近い目標言語を学習する場合と

遠い目標言語を学習する場合で，

音体系，語彙，文法項目や談話標識の習得にいかなる共通点・差異があるか

• 以上のような類型論的視点を明確に打ち出した先行研究はほぼない
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日本人学習者

類型論的に距離がある

• フランス語

• ポルトガル語

類型論的に近い

• トルコ語

類型論的に距離がある

• 日本語

• トルコ語

類型論的に近い

• ポルトガル語

フランス人学習者

7

フランス語、ポルトガル語、日本語、
トルコ語の対照中間言語分析

中間言語を対照

※各中間言語は，母語話者による話し言葉コーパスとも対照する



分析項目と調査プロトコル

• 各データ間の対照を可能にするべく，一貫した分析項目リストと調査プロ
トコルを作成

• IPCFプロジェクトをモデルに，各言語の調査分担者が整備

• 調査項目（タスク形式）

①音韻対立を勘案した単語リスト

②各言語の学習者に特有と思われる音韻の入った単語リスト

③様々な音韻・形態現象を含む読み上げテクスト

④インタビュータスク

⑤学習者同士の自由会話

⑥学習者によるテーマ作文
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調査手順

• 年齢，学習歴，家庭での言語環境等に関する社会言語学的アンケート

• ①～④は調査者が同席のもと録音

• ⑤の自由会話タスクは調査者が離席のうえ，被験者のみで録音

会話のテーマは調査用紙に記載したテーマ案から選ぶか、被験者の話し
やすいテーマを自由に設定してもらう

• ⑥調査用紙に記入，30分間

IPCJでは，漢字にふりがなを付すことを求めた

• 音声データは録音後に転写を行う
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①音韻対立を勘案した単語リスト
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IPCJ



②各言語の学習者に特有と思われる音韻の
入った単語リスト
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IPCF-Japanese



③様々な音韻・形態現象を含む読み上げテクスト
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IPCP-Japanese



④インタビュータスク
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IPCJ-French



⑤学習者同士の自由会話
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IPCT-French



⑥学生によるテーマ作文
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IPCT-French



データの分析

• 母語と中間言語 ／ 中間言語と中間言語

• 音声と作文タスクの転写データ

• コーパス言語学の手法による分析を行う

e.g. 頻度調査，N-gram・コロケーション分析，統計的分析など

• 音声データはPraat等によって分析
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言語教育への応用

• 対照中間言語分析プロジェクトは，学習者言語の情報を教師・学
習者の双方に提供し，それを通じて対象となる各言語の教育に貢
献することを目指す

• 学習者言語概説，学習者言語の特徴記述，DVDによる代表例提示

• 学習者言語の特徴を加味した課題・練習問題例
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